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　令
和
七
年
乙
巳
歳
の
本
年
、
日
本
国
民
の
総
氏
神
で
あ
る
伊
勢
の

神
宮
で
は
、「
山
口
祭
」
と
い
う
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
。
新
宮
造
営

の
た
め
の
御
用
材
を
伐
採
す
る
御
杣
山
の
山
口
に
坐
す
神
を
祭
る
神

事
で
、
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
は
神
路
山
、
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
は

高
倉
山
の
麓
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
、

令
和
十
五
年
ま
で
の
九
年
間
に
お
よ
ぶ
延
べ
三
十
三
の
神
事
・
行
事

の
静
か
な
始
ま
り
で
あ
る
。

　い
う
ま
で
も
な
く
神
宮
式
年
遷
宮
は
、「
皇
家
第
一
の
重
事
」「
神

宮
無
双
の
大
営
」
と
称
さ
れ
る
、
我
が
国
最
大
の
祭
典
。
当
神
社
も

氏
子
崇
敬
者
各
位
と
と
も
に
遷
宮
完
遂
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
奉
賛
の
赤

誠
を
尽
く
し
た
い
。

　氏
子
崇
敬
者
各
位
も
、
式
年
遷
宮
一
連
の
諸
行
事
で
伊
勢
詣
で
の

機
会
が
増
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
静
謐
な
神
宮
の
神
気
に
触
れ
る
悦
び

は
も
ち
ろ
ん
、
旅
の
途
中
に
訪
れ
る
名
所
旧
跡
、
あ
る
い
は
御
当
地

の
食
事
も
大
事
な
楽
し
み
の
一
つ
。
古
く
か
ら
変
わ
ら
ぬ
伊
勢
詣
で

の
姿
で
あ
る
。

　『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
は
、
江
戸
長
屋
の
住
人
で
あ
る
弥
次
郎
兵
衛

と
喜
多
八
の
神
宮
参
詣
の
道
中
を
描
い
た
十
返
舎
一
九
作
の
滑
稽
本
。

江
戸
後
期
、
享
和
二
年
に
出
版
さ
れ
る
や
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
が
、
二
人
の
無
鉄
砲
な
珍
道
中
が
人
々
の
喝
采
を
博
し
た

の
は
、
伊
勢
詣
で
の
盛
況
や
旅
文
化
の
定
着
が
背
景
に
あ
れ
ば
こ
そ

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　遡
っ
て
中
世
、
漂
泊
の
歌
人
・
西
行
が
詠
ん
だ
「
何
事
の
お
は
し

ま
す
を
ば
知
ら
ね
ど
も
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
」
の
歌
は
、「
太

神
宮
御
祭
日
」
に
参
宮
し
た
際
に
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
。
元
北
面
の
武

士
・
俗
名
佐
藤
義
清
が
天
照
大
御
神
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
く
、

大
神
様
の
尊
さ
、
畏
れ
多
さ
故
の
文
学
的
表
現
と
解
し
た
い
。
老
若

男
女
、
古
今
の
別
を
問
わ
ず
、
日
本
国
民
す
べ
て
の
神
宮
へ
の
素
朴

な
信
心
を
も
表
し
て
い
る
、
と
は
汲
み
取
り
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　式
年
遷
宮
始
ま
り
の
迎
春
に
、
今
生
か
さ
れ
て
い
る
忝
さ
に
思
い

を
致
し
つ
つ
、
遥
か
伊
勢
を
拝
す
る
。

謹 賀 新 年
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　令
和
七
年
乙
巳

　元
旦

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

代
表
役
員

　宮

　司

　
　鍵

　
　三
夫

責
任
役
員

　
　阿
部
勘
九
郎

　〃

　
　
　
　佐
浦

　弘
一

　〃

　
　
　
　鈴
木

　雄
一

　〃

　
　
　
　渡
會

　邦
彦

　〃

　
　
　
　阿
部

　
　仁

　〃
権
宮
司

　大
瀧

　博
司

総

　代

　
　
　佐
藤
仁
一
郎

　〃

　
　
　
　和
田

　
　忠

　〃

　
　
　
　志
賀

　重
信

　〃

　
　
　
　水
野

　暢
大

　〃

　
　
　
　鈴
木

　健
史

　〃

　
　
　
　桑
原

　
　茂

　〃

　
　
　
　志
賀

　直
哉

　〃

　
　
　
　津
田

　武
彦

　〃

　
　
　
　菅
原

　宏
和

　〃

　
　
　
　小
泉

　幸
彌

　〃

　
　
　
　勝
又

　
　實

　〃

　
　
　
　下
山

　雄
司

　〃

　
　
　
　土
井

　儀
憲

　〃

　
　
　
　阿
部

　善
久

　〃

　
　
　
　横
田

　善
光

　〃

　
　
　
　内
形

　繁
夫

　令
和
七
年
（
皇
紀
二
六
八
五

年
）
新
春
を
寿
ぎ
、
御
皇
室
の

弥
栄
と
御
国
の
安
泰
を
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　氏
子
崇
敬
者
各
位
に
は
旧
年

中
、
当
社
の
神
事
・
諸
行
事
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　昨
年
の
年
明
け
、
元
日
に
石

川
県
能
登
地
方
を
中
心
に
発
生

し
た
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　志
波
彦
さ
ま
鹽
竈
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
旧
年
中
の
神

事
に
つ
き
ま
し
て
滞
り
な
く
ご

斎
行
さ
れ
ま
し
た
由
、
ご
同
慶

の
至
り
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
私

た
ち
氏
子
崇
敬
者
の
心
の
拠
り

所
と
し
て
、
益
々
の
ご
神
威
ご

皆
様
方
、
ま
た
、
度
重
な
る
豪

雨
災
害
に
遭
わ
れ
た
各
地
の
皆

様
方
に
対
し
、
衷
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

被
災
地
域
の
復
興
と
復
旧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
本
年
は
当
社
に
縁
の

深
い
仙
台
藩
伊
達
家
の
四
代
藩

主
、
伊
達
綱
村
公
が
『
貞
享
特

令
』
を
制
定
し
て
よ
り
三
四
〇

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
特
令

は
、
塩
竈
地
域
の
発
展
と
繁
栄

発
揚
を
願
う
も
の
で
御
座
い
ま
す
。

　さ
て
、
当
講
は
昭
和
六
年
の

設
立
以
来
「
良
い
人
は
良
い
家

庭
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
い
う
精

神
の
も
と
、
活
動
の
要
で
あ
る

毎
月
の
神
拝
行
事
・
例
会
を
通

じ
、
家
庭
祭
祀
や
国
旗
掲
揚
の

啓
発
、
皇
室
敬
慕
の
念
を
養
い
、

神
社
へ
の
奉
仕
活
動
、
各
種
研

修
の
実
施
、
さ
ら
に
社
会
福
祉

に
寄
せ
る
心
も
育
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
先
人
か
ら
受
け
継
い

を
願
い
、
神
社
と
地
域
社
会
と

の
結
び
つ
き
を
深
め
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
今
な
お
そ
の
精

神
は
私
た
ち
の
中
に
息
づ
い
て

お
り
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
や
猛
威
を
振
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
ま
し
て
も
、

人
々
は
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
神
社
は
、

地
域
の
皆
様
が
想
い
を
寄
せ
合

い
、
共
に
祈
り
を
捧
げ
る
場
所

だ
理
念
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も

神
社
崇
敬
団
体
と
し
て
清
く
明

る
く
楽
し
く
歩
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
昨
今
の
世
情
を

見
渡
し
ま
す
と
、
時
代
の
推
移

と
共
に
「
多
様
性
」
と
い
う
文

言
を
背
景
に
、
日
本
の
麗
し
い

風
習
や
し
き
た
り
、
観
念
に
対

す
る
意
識
が
や
や
薄
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。
令
和
の
時
代
に
入
り
ま

で
あ
り
ま
す
。
神
社
が
心
の
拠

り
所
と
な
る
よ
う
職
員
一
同
日
々

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
綱
村
公
の
遺
志
を
受

け
継
ぎ
、
地
域
の
文
化
や
伝
統

を
次
代
へ
繋
げ
て
ゆ
く
こ
と
も

我
々
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
歴

史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
帆
手

祭
・
花
祭
・
み
な
と
祭
の
「
氏

子
三
祭
」
な
ど
数
多
く
の
先
人

達
が
築
い
て
き
た
も
の
が
今
日

の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
想
い
を
大
切
に
し
、

未
来
へ
と
繋
げ
て
ゆ
く
た
め
に
、

神
社
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て

ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　最
後
に
、
氏
子
崇
敬
者
各
位
の

益
々
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
祈
念

し
、
新
春
の
辞
と
致
し
ま
す
。

し
て
、
新
た
な
社
会
情
勢
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
ゆ
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
我
が

国
悠
久
の
歴
史
と
伝
統
は
し
っ

か
り
と
胸
に
刻
み
、
敬
神
生
活

を
営
ん
で
参
り
た
い
気
持
ち
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
日
本
人
ら
し
く

女
性
ら
し
く
在
る
よ
う
研
鑽
を

積
み
、
次
世
代
へ
そ
の
心
を
繋

い
で
ゆ
く
べ
く
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
関
係
の
皆
様
に

は
重
ね
て
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　令
和
七
年
が
、
穏
や
か
で
平

和
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

宮

　司

　鍵

　
　
　三

　夫

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

謹
み
て
新
年
の

 

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

年
頭
の
ご
挨
拶

講

　長

　宇

　仁

　一

　美

敬
神
婦
人
講

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社
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氏
子
崇
敬
会

　会

　長

　
　桑
原

　
　茂

　副
会
長

　
　水
野

　暢
大

　
　〃

　
　
　佐
藤

　良
明

　
　〃

　
　
　小
林

　克
己

　
　〃

　
　
　菅
原

　宏
和

　
　〃

　
　
　引
地

　利
男

祭
典
委
員
会

　委
員
長

　
　内
形

　繁
夫

　副
委
員
長

　齋
藤

　善
彌

　
　〃

　
　
　志
賀

　重
信

　
　〃

　
　
　鈴
木

　金
善

　
　〃

　
　
　菅
原

　宏
和

敬
神
婦
人
講

　講

　長

　
　宇
仁

　一
美

　副
講
長

　
　佐
々
木
良
子

　
　〃

　
　
　今
野
紀
美
子

　
　〃

　
　
　千
賀

　寿
子

氏
子
青
年
会

　会

　長

　
　戸
羽

　宏
明

　副
会
長

　
　沼
倉

　安
志

　
　〃

　
　
　永
沢

　
　透

　
　〃

　
　
　小
林

　史
人

　
　〃

　
　
　鈴
木

　
　整

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

　会

　長

　
　佐
藤

　一
臣

　副
会
長

　
　佐
藤
仁
一
郎

御
神
田
奉
斎
会

　会

　長

　
　阿
部

　
　仁

鹽
竈
神
社
博
物
館
審
議
委
員
会

　審
議
委
員

　濱
田

　直
嗣

　
　〃

　
　
　太
田
與
八
郎

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
旧
年
中
は
、
第
二
管

区
海
上
保
安
本
部
の
活
動
に
対

し
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
厚
情

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　塩
竈
は
、
古
く
か
ら
海
の
恩

恵
を
享
受
し
発
展
し
て
き
ま
し

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　籬
神
社
奉
賛
会
は
市
内
北
部

地
区
（
北
浜
・
藤
倉
・
新
浜
・

杉
の
入
・
越
の
浦
・
千
賀
の
台
）

町
内
会
ま
た
地
元
企
業
様
の
ご

協
力
を
頂
き
、
維
持
・
管
理
に

ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

た
。
塩
竈
の
港
は
、
時
代
と
と

も
に
そ
の
性
格
に
変
遷
は
あ
る

も
の
の
、
現
代
に
あ
っ
て
は
工

業
、
漁
業
、
観
光
の
拠
点
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
続

け
て
い
ま
す
。

　海
上
守
護
を
も
司
る
「
し
お

が
ま
さ
ま
」
は
、
港
町
塩
竈
と

人
々
の
営
み
を
見
守
り
続
け
、

「
し
わ
ひ
こ
さ
ま
」
と
と
も
に
地

域
の
崇
敬
を
集
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
昨
夏
の
塩
竈
み
な
と
祭

　新
浜
町
に
あ
る
籬
島
・
籬
神

社
（
曲
木
神
社
）
は
、
鹽
竈
神

社
十
四
末
社
の
一
つ
で
毎
月
一

日
午
前
十
一
時
よ
り
「
月
次
祭
」

の
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
例
大

祭
は
八
月
一
日
に
開
催
さ
れ
、

前
夜
祭
に
合
わ
せ
籬
島
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
・
音
楽
の
集
い
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　籬
島
は
塩
竈
湾
内
唯
一
の
島

で
、
平
安
時
代
か
ら
古
来
名
島

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
古
今

は
、「
平
安
絵
巻
の
よ
う
」
と
も

称
さ
れ
る
神
輿
海
上
渡
御
を
祝

う
よ
う
に
、
八
千
発
の
花
火
大

会
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
参
加

し
て
の
「
よ
し
こ
の
塩
竈
」
陸

上
パ
レ
ー
ド
等
街
を
挙
げ
て
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
、
そ
の
象
徴

と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
表
参
道
の
二
百
二
の
石
段

を
上
る
と
、
い
つ
も
神
様
に
願

い
を
託
す
人
々
で
賑
わ
う
境
内

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

和
歌
集
「
わ
が
背
子
を

　都
に

や
り
て
塩
竈
の

　ま
が
き
の
島

の

　ま
つ
ぞ
恋
し
き
」、
鎌
倉
時

代
に
は
源
実
朝
「
塩
竈
の

　浦

ふ
く
風
に
秋
た
け
て

　籬
が
島

に

　月
か
た
ぶ
き
ぬ
」
な
ど
の

古
歌
に
詠
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
日
本
遺
産
「
政
宗
が

育
ん
だ
〝
伊
達
な
文
化
〟」
の
構

成
文
化
財
、
国
の
名
勝
「
お
く

の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
志
波
彦
神
社
・
鹽

竈
神
社
の
「
門
前
町
」
塩
竈
に

あ
っ
て
、
私
ど
も
第
二
管
区
海

上
保
安
本
部
は
、
今
年
も
東
北

の
海
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、

地
域
に
貢
献
す
る
べ
く
、
人
命

救
助
、
災
害
対
応
、
治
安
維
持
、

海
上
交
通
安
全
確
保
等
多
岐
に

わ
た
る
業
務
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　引
き
続
き
当
本
部
に
対
し
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
、
そ
し
て
塩
竈
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　籬
神
社
奉
賛
会
は
鹽
竈
神
社

と
籬
が
島
（
籬
神
社
）
の
歴
史

伝
統
文
化
を
は
じ
め
、
水
産
仲

卸
市
場
・
魚
市
場
の
食
文
化
情

報
を
発
信
で
き
れ
ば
と
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
籬
島
へ
通
じ

る
籬
橋
は
、
通
常
土
日
祝
祭
日

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
渡
橋
可
能
で
す
が
、
正
月
は

一
日
か
ら
三
日
ま
で
開
け
て
皆

様
の
御
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　結
び
に
、
今
年
も
鹽
竈
神
社

様
の
ご
加
護
の
も
と
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
長

　長

　井

　総

　和

新
年
の
ご
挨
拶

会

　長

　西

　村

　勝

　男

籬
神
社
奉
賛
会



女　性 男　性

36
歳

　平
成
2
年
生

32
歳

　平
成
6
年
生

18
歳

　平
成
20
年
生

60
歳

　昭
和
41
年
生

41
歳

　昭
和
60
年
生

24
歳

　平
成
14
年
生

前

　厄

37
歳

　平
成
元
年
生

33
歳

　平
成
5
年
生

19
歳

　平
成
19
年
生

61
歳

　昭
和
40
年
生

42
歳

　昭
和
59
年
生

25
歳

　平
成
13
年
生

本

　厄

38
歳

　昭
和
63
年
生

34
歳

　平
成
4
年
生

20
歳

　平
成
18
年
生

62
歳

　昭
和
39
年
生

43
歳

　昭
和
58
年
生

26
歳

　平
成
12
年
生

後

　厄

令和7年１月１日 第199号（4）し　お　が　ま　さ　ま

第
七
十
七
回

　
　
　
　

第
七
十
七
回

　
　
　
　　　

奉
献
乾
海
苔
品
評
会

奉
献
乾
海
苔
品
評
会

松
明
祭
（
ど
ん
と
祭
）

　本
年
も
当
社
を
会
場
に
県
内

で
生
産
さ
れ
た
品
質
の
高
い
乾

海
苔
を
御
神
前
に
お
供
え
す
る

「
鹽
竈
神
社
奉
献
乾
海
苔
品
評

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　生
産
技
術
の
発
展
と
生
産
意

欲
の
向
上
を
目
的
と
し
て
始
め

ら
れ
た
本
品
評
会
は
、
今
回
で

七
十
七
回
を
数
え
る
伝
統
の
あ

る
も
の
で
、
一
月
六
日
午
後
三

時
よ
り
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

十
帖
一
束
約
三
二
〇
グ
ラ
ム
以

上
の
乾
海
苔
を
一
点
と
し
て
色
・

艶
・
手
触
り
な
ど
厳
正
な
審
査

を
経
て
、
優
賞
・
準
優
賞
以
下

　一
月
十
四
日
（
火
）
午
後
三

時
よ
り
、
旧
年
の
神
符
守
札
や

松
飾
り
な
ど
を
焚
き
あ
げ
、
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
る
松
明
祭

を
神
社
第
二
駐
車
場
に
て
斎
行

し
ま
す
。
古
神
符
を
お
納
め
の

際
、
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
松

飾
り
な
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
が
含
ま
れ
る
場
合

は
、
外
し
て
お
納
め
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

受
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　一
月
十
一
日
（
土
）
午
前
十

一
時
に
は
、
左
右
宮
拝
殿
に
お

い
て
関
係
者
参
列
の
も
と
奉
献

感
謝
祭
が
斎
行
さ
れ
、
品
質
の

向
上
や
養
殖
増
産
、
組
合
の
運

営
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

へ
各
種
の
産
業
振
興
賞
が
授
与

さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
優
賞

及
び
準
優
賞
者
は
、
御
皇
室
へ

の
乾
海
苔
献
上
と
い
う
栄
誉
に

浴
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　出
品
さ
れ
た
乾
海
苔
は
奉
献

感
謝
祭
当
日
に
限
り
祭
務
所
一

階
に
て
展
示
し
ま
す
。
御
参
拝

の
折
り
に
は
会
場
に
お
立
ち
よ

り
い
た
だ
き
、
宮
城
県
の
日
本

有
数
の
乾
海
苔
を
、
豊
か
な
香

り
と
と
も
に
御
覧
下
さ
い
。

節

分

祭

　二
月
一
日
・
二
日

　毎
年
恒
例
の
「
し
お
が
ま
さ
ま

の
豆
撒
き
」
で
あ
る
節
分
祭
。
本

年
は
二
月
一
日
（
土
）、二
日
（
日
）

両
日
と
も
に
、
午
後
三
時
よ
り
左

右
宮
拝
殿
に
お
い
て
追
儺
式
を
斎

行
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
裃
姿
で

参
列
し
た
年
男
・
年
女
等
が
「
福

は
内
、
鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
と

も
に
福
豆
を
撒
き
、
招
福
と
厄
除

を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　節
分
祭
追
儺
式
へ
の
参
加
申

込
み
は
、
次
の
世
話
人
方
へ
お

申
込
み
下
さ
い
。

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

 

〈
市
外
局
番
〇
二
二
〉

・
佐
藤

　一
臣

　
　南
町

　漢
方
の
塩
竈
芍
薬
堂

 

（
三
六
二
）
七
八
八
〇

・
佐
藤
仁
一
郎

　
　南
町

　㈱
ご
ん
き
や

 
（
三
六
七
）
七
七
七
七

・
佐
藤

　武
志

　
　南
町

　㈱
菅
原
園
茶
舗

 

（
三
六
二
）
〇
〇
二
八

・
郷
家

　照
夫

　
　南
町

　郷
家
第
三
歯
科
医
院

 

（
三
六
二
）
四
五
七
一

・
松
本
喜
八
郎

　
　旭
町

　㈱
松
本
左
官
工
業

 

（
三
六
二
）
三
二
七
五

・
菅
原

　周
二

　
　桜
ケ
丘

　㈱
白
寿
殿

 

（
三
六
六
）
四
一
四
一

・
大
友

　義
雄

　
　桜
ケ
丘

　㈱
白
寿
殿

 

（
三
六
二
）
四
一
四
一

・
髙
瀨

　恭
平

　
　尾
島
町

　
　
　㈲
た
か
せ
さ
と
し
美
容
室

 

（
三
六
六
）
六
四
二
〇

・
古
内

　隆
弘

　
　港
町

　プ
リ
ン
ス
食
品
㈱

 

（
三
六
五
）
六
一
八
一

・
古
川

　浩
司

　
　貞
山
通

　㈱
カ
ネ
ヒ
ロ

 

（
三
六
六
）
一
一
六
一

・
鈴
木

　有
紀

　
　七
ヶ
浜
町

　
　
　㈲
平
蔵
屋
石
油
店

 

〇
八
〇(

二
八
二
二)

〇
九
九
五

令
和
七
年

　厄
年
に
当
る
年
歳
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　十
一
月
二
十
三
日
、
一
年
の
収

穫
を
大
神
様
に
感
謝
す
る
新
嘗

祭
（
産
業
振
興
大
祭
）
が
御
両
社

に
お
い
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
祭
典
と
並
行
し
て
、

抜
穂
祭
で
収
穫
さ
れ
た
御
神
田

米
を
は
じ
め
鮮
魚
や
野
菜
、
蒲
鉾

な
ど
の
地
場
産
品
の
数
々
を
満

載
し
た
奉
曳
車
を
曳
い
て
御
神

前
に
お
供
え
す
る
「
初
穂
曳
」
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　表
参
道
下
を
出
発
し
た
奉
曳

車
は
、
六
百
名
余
の
氏
子
方
の
奉

仕
に
よ
り
塩
竈
市
内
を
奉
曳
し
、

志
波
彦
神
社
大
鳥
居
前
ま
で
曳

き
上
げ
ら
れ
、
奉
献
品
は
奉
仕
者

一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ
っ
て
丁

寧
に
、
御
両
社
の
御
神
前
に
お
供

え
さ
れ
ま
し
た
。

　新
嘗
祭
斎
行
に
際
し
て
多
く
の

方
々
よ
り
各
種
産
物
を
奉
献
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
芳
名
と

奉
献
品
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

（
品
目
別
・
順
不
同
・
敬
称
略
）

白

　米
　㈱
白
寿
殿
・
Ｊ
Ａ
い
し
の
ま

き
・
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
・
齊
木
晃
・

齊
木
浩
子
・
文
屋
清
一
・
角
田

洋
平

清

　酒
　㈱
佐
浦
・
阿
部
勘
酒
造
㈱
・

㈱
一
ノ
蔵
・
㈱
や
ま
や
・
和
田

電
気
工
事
㈱
・
し
お
が
ま
蔵
出

し
新
酒
ま
つ
り
実
行
委
員
会

鮮

　魚
　み
な
と
塩
釜
魚
市
場
㈱
・
塩

釜
市
魚
市
場
問
屋
組
合
・
塩
釜

魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
・
塩

釜
市
水
産
振
興
協
議
会
・
㈱
渡

會
・
㈱
ワ
タ
ベ
魚
類
・
㈱
菊
池

商
店
・
ヤ
ッ
ト
ハ
チ
鈴
木
水
産

㈱
・
塩
釜
水
産
物
仲
卸
市
場
・

八
千
代
丸
・
第
十
八
八
千
代
丸
・

富
山
幸
盛
丸
・
誠
喜
丸
・
第
五

弘
和
丸

練
製
品

　㈱
ヤ
マ
ス
蒲
鉾
店
・
㈱
直
江

商
店
・
㈱
大
膳
・
プ
リ
ン
ス
食

品
㈱
・
㈱
武
田
の
笹
か
ま
ぼ
こ
・

㈲
増
友
商
店
・
勝
山
水
産
㈱
・

マ
ル
ブ
ン
食
品
㈱
・
㈱
シ
ー
フ
ー

ズ
あ
か
ま
・
㈱
高
浜
・
極
洋
食

品
㈱
・
水
野
水
産
㈱
・
㈱
阿
部

善
商
店
・
塩
釜
市
団
地
水
産
加

工
業
協
同
組
合
・
株
式
会
社
松

島
蒲
鉾
本
舗

水
産
加
工
品

　㈱
阿
部
亀
商
店
・
岸
柳
水
産

㈱
・
㈱
塩
釜
水
産
食
品
・
㈱
明
豊
・

三
波
食
品
㈱
・
㈱
ヤ
マ
カ
勝
又

商
店
・
㈱
ヤ
マ
マ
サ
・
ぜ
ん
ぎ
ょ

れ
ん
食
品
㈱
塩
釜
食
品
工
場
・

㈱
間
宮
商
店

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行

野
菜
・
果
物

　塩
釜
地
方
卸
売
市
場
・
㈲
八
百

照
・
八
百
大
分
店
・
北
浜
フ
ー
ド

菓

　子
　㈲
梅
花
堂
・
梅
果
堂
・
㈲
土

井
精
菓
・
㈲
ヤ
マ
ギ
シ
洋
菓
子

店
・
海
鮮
せ
ん
べ
い
塩
釜
㈱
・

㈲
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
洋
菓
子
店
・

㈲
榮
太
楼

そ
の
他
食
品

　蜂
屋
食
品
㈱
・
大
森
商
店
㈱
・

シ
ョ
ッ
プ
サ
ト
ー
・
太
田
與
八

郎
商
店
・
㈱
ア
ベ
チ
ョ
ウ
・
塩

釜
す
し
業
組
合
・
㈱
十
字
屋
・

理
研
食
品
㈱

塩
　㈱
東
日
本
ソ
ル
ト
仙
台
営
業
所

肥

　料
　片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
㈱
東
北

支
店

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
育
児
院

七
五
三
詣

　敬
神
婦
人
講
で
は
、
社
会
福

祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

三
十
三
年
か
ら
毎
年
、
仙
台
キ
リ

ス
ト
教
育
児
院
の
院
児
た
ち
を
招

き
、
七
五
三
の
お
祝
い
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　本
年
は
、十
一
月
十
六
日
に
「
丘

の
上
子
ど
も
ホ
ー
ム
」
な
ら
び
に

「
丘
の
上
乳
幼
児
ホ
ー
ム
」
の
子

ど
も
た
ち
が
七
五
三
詣
に
来
社
し

ま
し
た
。

　当
日
は
、
七
五
三
の
御
祈
祷
を

　さ
る
十
二
月
一
日
、
鹽
竈
神
社

左
右
宮
に
お
い
て
特
殊
神
事
「
嘉

津
良
比
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　嘉
津
良
比
祭
は
、
陸
奥
国
を
開

拓
平
定
さ
れ
た
御
祭
神
の
三
神
を

当
地
に
お
迎
え
し
、
そ
の
凱
旋
を

祝
い
御
神
徳
を
讃
え
た
こ
と
に
始

ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
神
事

で
、「
神
迎
祭
」「
勝
来
祭
」
と
も

呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
神
事
で
は
、
雉
・
ア
ワ
ビ
・

黒
ソ
イ
・
勝
栗
・
干
し
柿
な
ど
の

ほ
か
、
櫟
（
イ
チ
イ
）
の
葉
に
紙

垂
を
結
わ
え
た
「
ミ
カ
ツ
ラ
イ
」

受
け
た
の
ち
、
社
務
所
大
講
堂
に

て
お
祝
い
会
を
開
催
し
、
講
員
た

ち
と
食
事
や
着
付
け
体
験
な
ど
を

し
て
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

と
「
兜
餅
（
か
ぶ
と
も
ち
）」
が

御
神
前
に
お
供
え
さ
れ
ま
す
。

嘉
津
良
比
祭
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　十
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
講
社
大
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
に
は

県
内
各
地
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
多

く
の
講
員
が
参
列
し
ま
し
た
。

　祭
典
後
、
永
年
の
継
続
講
員
に

対
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、
新
任
の
世
話
人
へ
は
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
こ

に
御
芳
名
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

令
和
六
年
度
継
続
講
員
表
彰
者

 

（
敬
称
略
）

◇
九
十
年
表
彰

小
林

　宗
三
・
鈴
木

　秀
道

◇
八
十
年
表
彰

水
野

　暢
大
・
佐
藤

　文
男

水
越

　豊
子

大
河
原
支
部
（
二
名
）

森

　
　千
博
・
菅
野

　正
信

◇
七
十
年
表
彰

内
海

　三
義
・
遠
藤
與
治
右
衛
門

髙
橋

　重
幸
・
秋
山
ま
き
子

阿
部

　正
男

大
河
原
支
部
（
一
名
）

高
橋

　敬
太

◇
六
十
年
表
彰

鈴
木

　喜
一

◇
五
十
年
表
彰

青
木

　
　靖
・
佐
藤

　一
雄

星

　光
太
郎

大
河
原
支
部
（
二
名
）

齋

　ヒ
デ
子
・
朴
沢

　丈
二

岩
出
山
講
（
一
名
）

樋
野

　精
一

◇
四
十
年
表
彰

赤
間
マ
リ
子
・
阿
部

　慈
子

大
河
原
支
部
（
一
名
）

大
沼

　啓
二

◇
三
十
年
表
彰

髙
橋

　歳
幸
・
紀
野
国
虎
夫

生
長
の
家
宮
城
県
本
部

大
河
原
支
部
（
一
名
）

渡
辺

　テ
ル

岩
出
山
講
（
一
名
）

尾
形

　良
次

◇
二
十
年
表
彰

小
田
島
か
つ
よ
・
小
島

　文
寛

小
原
由
美
子
・
進
藤

　陽
子

進
藤

　直
人
・
進
藤

　大
翔

進
藤

　真
実
・
進
藤

　祐
一

進
藤

　美
波
・
㈱
丸
太
中
村

斎
藤

　明
弘
・
佐
々
木

　真

佐
久
間
禮
子

み
ち
の
く
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

城
南
会
（
二
名
）

片
庭

　
　篤
・
中
楯
美
喜
雄

大
河
原
支
部
（
一
名
）

可
沼

　勝
治

大
槌
支
部
（
二
名
）

川
原

　弘
平
・
臼
沢

　昭
夫

岩
出
山
講
（
二
名
）

布
塚

　
　譲
・
菅
原
ア
ツ
マ

◇
十
年
表
彰

伊
藤

　秀
紀
・
志
村
か
お
り

進
藤

　梨
央
・
角
田

　雅
信

佐
藤

　文
孝
・
庄
司

　陽
平

阿
部

　千
晶

㈲
丸
健
渡
辺
水
産

青
野

　勝
夫

大
河
原
支
部
（
二
名
）

遠
藤

　
　優
・
酒
井
ち
や
子

大
槌
支
部
（
十
四
名
）

小
笠
原
健
士
・
岡
谷

　
　勇

藤
原

　聡
実
・
岩
崎

　松
生

佐
々
木
慶
一
・
福
田
久
美
子

佐
々
木
安
教
・
丸
山
ア
イ
子

尾
形

　洋
子
・
竹
内

　
　勇

千
葉

　勝
見
・
甲
斐
谷
久
孝

坂
本

　宣
王

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

　お
お
つ
ち
御
社
地
店

世
話
人
委
嘱
状
交
付
者

田
中

　瑞
明
（
大
槌
支
部
）

佐
々
木
安
教
（
大
槌
支
部
）

三
浦

　文
子
（
大
槌
支
部
）

天
野

　昌
喜
（
蔵
王
町
）

洗
心
講
講
社
祭

　十
月
十
三
日
に
斎
行
さ
れ
、
祭

典
後
に
継
続
講
員
に
対
し
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

講

社

だ

よ

り

高
額
奉
納
御
礼

塩
竈
市

　佐
久
間
禮
子

　殿

銅
板
奉
納
者
芳
名

　多
く
の
方
々
よ
り
銅
板
を
奉

納
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

九
月　沖

縄
県

　
　
　中
村

　克
岳

　
　
　
　
　
　
　他
一
一
〇
名

十
月　栃

木
県

　
　
　渋
谷

　亮
二

　
　
　
　
　
　
　他
一
四
二
名

十
一
月

　福
島
県

　
　
　半
沢

　智
子

　
　
　
　
　
　
　他
六
十
四
名

菊

祭

り

令
和
六
年
度
継
続
講
員
表
彰
者

（
敬
称
略
）

◇
二
十
年
表
彰

上
林

　藤
郎

◇
十
年
表
彰

新
田

　博
志
・
佐
々
木
隆
晴

稲
山

　忠
幸
・
阿
部

　節
夫

伊
藤

　
　博
・
門
岡

　克
彦

門
岡

　典
子
・
門
岡

　惣
作

遠
藤

　博
希
・
遠
藤

　順
子

石
垣

　
　茂
・
長
島

　重
雄

渡
邊

　義
彦

　十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月

十
二
日
ま
で
当
社
境
内
に
て
「
第

七
十
四
回
塩
竈
市
菊
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　丹
精
こ
め
て
育
成
さ
れ
た
菊

花
が
境
内
を
彩
っ
た
な
か
、
岡

本
勝
男
氏
の
出
品
花
（
三
本
仕

立
花
、
競
技
花
の
部
）
が
最
優

秀
賞
・
鹽
竈
神
社
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　十
一
月
二
十
六
日
、
末
社
・

御
釜
神
社
の
朱
鳥
居
解
体
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
奉
告
祭
・

清
祓
の
斎
行
後
に
着
工
し
、
翌

日
に
工
事
を
終
え
ま
し
た
。

　同
社
朱
鳥
居
は
、
震
災
後
も

修
復
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
は
木
部
の
腐
朽
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　御
釜
神
社

　
　
　朱
鳥
居
解
体
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九
月　多

賀
城
市

　
　伊
藤
敬
一
朗

　塩
竈
市

　
　
　内
海

　彩
菜

　和
歌
山
県

　
　林

　
　
　紘

　仙
台
市

　
　
　赤
間

　
　環

　大
崎
市

　
　
　宮
城

　
　誠

　大
崎
市

　
　
　荒
木

　優
子

　宮
城
郡

　
　
　菅
原
秀
太
郎

　石
巻
市

　
　
　車
田

　智
美

　札
幌
市

　
　
　山
本

　和
希

　仙
台
市

　
　
　小
島

　美
那

　多
賀
城
市

　
　矢
森

　
　悟

　塩
竈
市

　
　
　岸

　茉
里
奈

　東
京
都

　
　
　立
花

　大
敬

　登
米
市

　
　
　伊
藤

　純
子

　ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　　デ
ヴ
ン

　
　ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
ッ
チ
ー

　仙
台
市

　
　
　中
津
川
愛
弥
子

十
月　仙

台
市

　
　
　中
村

　弘
志

　東
松
島
市

　
　土
井

　七
美

　登
米
市

　
　
　小
笠
原
一
浩

　大
崎
市

　
　
　相
澤
の
ぞ
み

十
一
月

　大
崎
市

　
　
　武
田

　慶
彦

　仙
台
市

　
　
　森
田

　
　藍

　仙
台
市

　
　
　我
妻

　
　哲

　遠
田
郡

　
　
　田
中

　千
智

　大
崎
市

　
　
　平
澤

　昌
大

　大
崎
市

　
　
　秋
山

　ま
い

　宮
城
郡

　
　
　関

　
　裕
人

　群
馬
県

　
　
　岩
﨑

　桃
子

　名
取
市

　
　
　大
久

　祐
太

　山
形
県

　
　
　加
藤

　栞
奈

　東
松
島
市

　
　遠
藤

　嘉
之

　仙
台
市

　
　
　鈴
木

　菜
央

　東
京
都

　
　
　松
本

　匡
平

　仙
台
市

　
　
　及
川
さ
と
み

　仙
台
市

　
　
　齋
藤

　
　惇

　多
賀
城
市

　
　渡
邊

　友
理

　福
島
県

　
　
　齋
藤

　
　樹

　塩
竈
市

　
　
　守
谷
日
向
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　ご
結
婚

　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

博博
　　

物物
　　

館館
　　

だだ
　　

よよ
　　

りり

　博
物
館
で
は
、
一
月
一
日
（
水
）

か
ら
二
十
六
日
（
日
）
ま
で
恒
例

の
新
春
特
別
展
と
し
て
「
新
春
刀

剣
展 

― 

古
（
い
に
し
え
）
の
刀
と

新
た
な
刀 

― 

」
を
開
催
致
し
ま
す
。

　鋼
の
美
術
工
芸
品
と
し
て
世
界

的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
日
本
刀
。

そ
の
製
作
技
術
は
、
現
代
の
刀
匠

達
に
よ
っ
て
今
に
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
度
の
新
春
刀
剣
展
で

は
、
江
戸
時
代
ま
で
に
製
作
さ
れ

た
〝
古
の
刀
〟
と
、
北
海
道
・
東

北
地
方
で
活
躍
す
る
現
代
の
刀
匠

達
が
鍛
え
上
げ
た
〝
新
た
な
刀
〟

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　無
駄
な
く
洗
練
さ
れ
た
姿
を
な

が
め
、
清
ら
か
に
鍛
え
ら
れ
た
鋼

を
観
察
し
、
輝
く
刃
文
を
た
ど
る
。

元
来
は
武
器
で
あ
る
日
本
刀
を
美

的
観
点
か
ら
細
や
か
に
観
賞
す
る

こ
と
は
、
我
が
国
で
育
ま
れ
た
独

自
の
文
化
で
す
。

　本
展
に
よ
り
日
本
刀
の
魅
力
と

今
に
伝
わ
る
作
刀
の
技
に
ふ
れ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
我
が
国
の

繊
細
な
文
化
を
体
現
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

◇
開
館
時
間
（
会
期
中
無
休
）

　午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　（
最
終
受
付
四
時
四
十
五
分
）

◇
観
覧
料
金

　一
般
（
大
学
生
含
）

　三
百
円

　高
校
生
以
下
無
料



年
賀
状
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様

に
と
っ
て
、
輝
か
し
く
も
穏
や

か
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

（
友
）

　近
年
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、

今
後
年
賀
状
に
よ
る
ご
挨
拶

を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。
何
卒
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

祭 

事 

暦 
（
一
月
か
ら

三
月
ま
で

）

九
月　二

日

　
　
　國
學
院
大
學
指
定
実
習
Ⅱ

　受
講
者

　
　
　
　
　四
名

　六
日

　
　
　明
治
神
宮
農
林
水
産
物
奉
献
会

　
　
　
　
　
　十
八
名

　十
一
日

　
　山
形
県
神
社
庁
酒
田
飽
海
支
部

　
　
　
　
　
　
　第
二
区
松
山
平
田
氏
子
総
代
会

　
　
　
　六
十
三
名

十
月　十

三
日

　
　山
形
県
神
社
庁
酒
田
飽
海
支
部

　
　
　
　
　
　
　第
三
区
八
幡
氏
子
総
代
会

　
　
　
　
　
　
　三
十
名

　二
十
一
日

　神
奈
川
県
・
寒
川
神
社
宮
司
利
根
康
教
殿

　
　他
六
名

　二
十
五
日

　栃
木
県
神
社
庁
下
都
賀
支
部

　
　
　
　
　
　二
十
八
名

　二
十
八
日

　福
島
県
・
石
都
々
古
和
氣
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　塩
釜
神
社
宮
司
吉
田
英
高
殿

　
　他
十
六
名

十
一
月

　九
日

　
　
　宮
城
県
神
社
庁
伊
具
支
部
神
社
総
代
会

　
　三
十
三
名

　二
十
二
日

　東
北
機
械
工
具
商
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長
桑
原
茂
殿

　
　
　
　他
十
七
名

　
　　参
　

拝
　

記
　

録
　

　
　

文

　芸

　欄

　
　
　
　
　

す
さ
ま
じ
や
風
の
高
さ
の
枝
の
揺
れ

　
　
　
　
　今
田

　須
美
子

旋
回
の
鳶
急
降
下
冬
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　上
田

　由
美
子

柊
の
花
撫
牛
に
散
る
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
藤

　
　光
江

振
り
向
け
ば
初
冠
雪
の
仁
王
島

　
　
　
　
　
　
　菅
原

　
　和
子

冬
青
空
校
舎
壁
画
の
大
カ
モ
メ

　
　
　
　
　
　
　佐
藤

　
　悦
子

山
頂
の
風
跡
残
る
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴
木

　ゆ
う
子

語
部
は
そ
の
時
五
歳
小
鳥
来
る

　
　
　
　
　
　
　齊
藤

　
　豊
子

七
五
三
祖
母
の
手
作
り
熨
斗
袋

　
　
　
　
　
　
　池
田

　智
恵
子

水
脈
白
き
千
賀
の
浦
曲
の
七
五
三

　
　
　
　
　
　今
野

　紀
美
子

笹
鳴
の
二
百
二
段
に
始
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
　及
川

　
　源
作

令
和
七
年

　乙
巳

　元
旦

志
波
彦
神
社

鹽
　

竈
　

神
　

社

　宮

　司 

鍵

　
　三
夫

　権
宮
司 

大
瀧

　博
司

　禰

　宜 

近
藤

　
　優

　
　〃

　

 

小
野

　道
教

　
　〃

　

 

永
野

　雄
大

　権
禰
宜 

鈴
木

　重
和

　
　〃

　

 

前
川

　成
文

　
　〃

　

 

菅
原

　慶
太

　
　〃

　

 

小
栗

　雅
仁

　
　〃

　

 

藤
澤

　瑞
朗

　
　〃

　

 

柏
木

　岳
史

　
　〃

　

 

浅
野

　満
昭

　
　〃

　

 

三
品

　博
隆

　
　〃

　

 

菅
原

　治
彦

　
　〃

　

 

栗
生

　貴
史

　
　〃

　

 

菅
野

　祐
太

　
　〃

　

 

高
橋

　友
紀

　
　〃

　

 

菊
地
明
日
香

　出

　仕 

近
野

　秀
和

　巫

　女 

及
川

　華
夢

　
　〃

　

 

千
葉

　琴
羽

　巫

　女 

石
川

　一
冴

　
　〃

　

 

加
藤

　美
羽

　
　〃

　

 

日
野

　愛
咲

　
　〃

　

 

大
沼

　れ
い

　
　〃

　

 

菅
田

　
　楓

　
　〃

　

 

櫻
下

　乃
彩

　
　〃

　

 

菊
池

　
　澪

　
　〃

　

 

勝

　
　遥
菜

　苑

　丁 

髙
橋

　
　賢

　学
芸
員 

茂
木

　裕
樹

　社
務
員 

伊
藤

　道
則

　
　〃

　

 

三
浦

　
　馨

　
　〃

　

 

加
藤

　竜
希

　嘱

　託 

伊
勢

　章
子

　釜
社
守 

鈴
木

　隆
子

謹
賀
新
年

毎
月　一

日

朔

日

祭

　

 

〃

曲
木
神
社
月
次
祭

　六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

一
月　一

日

歳

旦

祭

　二
日

大

御

饌

祭

　三
日

元

始

祭

　十
四
日

松

明

祭

　二
十
九
日

旧

正

月

二
月　一

日

節

分

祭

追

儺

式

　二
日

節

分

祭

追

儺

式

　十
一
日

紀

元

祭

　十
七
日

祈

年

祭

　二
十
三
日

天

長

祭

三
月　十

日

帆

手

祭

　十
七
日

神

馬

塚

慰

霊

祭

　二
十
九
日

志
波
彦
神
社
例
祭


